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今から準備！税の申告
税の申告は３月 17 日（月）まで

申告は正しく、お早めに！
平成 25 年中の所得などにかかわる市県民税・所得税の申告相談会を行います。申告期間終

了間近になると相談会場が大変混雑しますので、早めにお出掛けください。
問豊科総合支所内市民税課（472・3111 ㈹ 672・8340）

●申告相談の日程・会場
《受付時間》【午前の部】午前８時 30 分～ 11 時（開場午前８時 15 分）　【午後の部】午後１時～４時

●公的年金を受給している場合の申告について

日程
会場および地区割（地区割は目安であり、どの会場でも申告相談ができます。）

豊科ふれあい
ホール

穂高総合支所
大会議室

三郷総合支所
３階講堂

堀金総合支所
別館大会議室

明科公民館
２階会議室

相
談
会

申
告
期
間
前

２月３日（月）～７日（金） － －
市内全域

－ 市内全域
10日（月） － －

市内全域
－

12日（水）～13日（木） － － －
14日（金） － － － －

申
告
期
間

２月17日（月）

豊科南穂高
豊科高家

穂高有明
穂高牧
穂高北穂高

－ － －
18日（火） － － －

　19日（水） － － －
　　20日（木） 三郷小倉 － －
　　21日（金） 三郷温 － －
　　24日（月） － －

25日（火） 三郷明盛 － －
26日（水） － －
27日（木） 豊科・豊科田沢

・豊科光
穂高
穂高柏原

－ － 明科光・明科七貴
明科南陸郷28日（金） － －

３月２日（日） 休日相談会
（市内全域） － － － －

３日（月）
豊科
豊科田沢
豊科光

穂高
穂高柏原

－ －
明科中川手
明科東川手４日（火） － －

５日（水） － －
６日（木） － 堀金三田 －
７日（金） － －
10日（月）

市内全域 市内全域

－
堀金烏川

－
11日（火） － －
12日（水） － －
13日（木） － － －
14日（金） － － －
17日（月） － － －

所得税の確定申告が不要な場合（公的年金等収入 400 万円以下で、それ以外の所得金額 20 万円以下）
でも次の場合、市県民税または所得税の申告が必要になります。また、申告書が送付されなくても申告が
必要になる場合がありますのでご注意ください。

①年金収入のほかに収入がある場合（少額であっても市県民税の申告が必要です。）
②確定申告書の提出が控除適用の要件となっている控除を受ける場合

医療費控除など所得税の還付や上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除など公的年金等の所得を含めた
確定申告が必要になります。

③源泉徴収票の記載事項の変更および生命保険料・地震保険料等の控除を追加する場合

①期間中は、各総合支所、市民税課窓口では申告相談を行いません。
②平日都合が悪い場合は、休日相談会をぜひご利用ください。

・年金収入が400万円を超える。
・年金収入以外の所得が 20 万円を超える。

・年金収入金額が 400 万円以下で、他の所
得が 20 万円以下である。

・年金収入のみで、148 万円（65 歳未満は
98 万円）以下である。

・年金収入のみで、148 万円（65 歳未満は
98 万円）を超える。

・年末調整の内容に変更がある。
・年末調整をした給与以外の給与収入が 20

万円を超える。
・年末調整をしていない。
・給与収入が 2,000 万円を超える。
・給与所得以外の所得が 20 万円を超える。

・給与所得以外の所得が20万円以下である。

・所得金額より控除額が多い。

・所得金額より控除額が少ない。

・１カ所からの給与収入のみで、年末調整
時の内容に変更がない。

・給与収入のみで 93 万円以下である。

・別居家族の税法上の扶養になっている。
・税法上の扶養になっていない。

・同居家族の税法上の扶養になっている。

スタート

安
曇
野
市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
住
ん

で
い
た
市
区
町
村
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

いいえ
はい

判定結果

平
成
25
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

収
入
な
し

②へ

③へ

①へ

③へ

②へ

②へ

②へ

①へ

②へ

③へ

⑤へ

④へ

非課税収入のみ
（遺族年金、障害年金、失業給付金など）

申告区分

①
市県民税の申
告・確定申告
の必要はあり
ません。

②

市県民税の申
告 を す る 必
要があります

（確定申告を
する必要はあ
りません）。

③
所得税の確定
申告をする必
要があります。

④

国民年金保険
料の申請免除
などを受ける
場合や、所得
証明書が必要
な場合は市県
民税の申告が
必要です。

⑤

④に加え、国
民健康保険税
の軽減措置を
受ける場合は
市県民税の申
告 が 必 要 で
す。

●申告区分チェックシート（申告が必要か確認してみましょう）

●注意事項（申告時の持ち物など）

対象項目 持ち物・必要書類

申告者全員 申告書、印鑑、振込先口座の分かる
もの

該
当
す
る
場
合
の
み

給与・年金所得者 源泉徴収票　（コピー不可）
事業（農業、営業、
不動産）所得者 収支内訳書　（記入済みのもの）

一時所得者・雑所
得者 収入および経費が分かる書類

社会保険料控除 国民年金保険料控除証明書など

医療費控除 医療費の明細書、領収書、おむつ使
用証明書　（領収書はコピー不可）

生命保険料控除
支払保険料の証明書地震保険料控除

（旧長期損害含む）

障害者控除 身体障害者手帳・療育手帳、障害者
控除対象者認定書など

住宅借入金等特別
控除

住宅借入金等特別控除額の計算明細
書、年末残高等証明書

寄附金控除 寄附金の受領書など

①申告書などの用紙の入手先・提出先
用紙は、各総合支所地域支援課窓口に備え付けてあ
ります。また、作成した申告書は、申告会場、各総
合支所地域支援課に設置した投函箱（オレンジ色の
箱）に入れて提出できます。

②事前に書類を作成して、ご持参ください
医療費控除は「医療費の明細書」、事業所得（農業、
営業、不動産など）は「収支内訳書」

③持ち物、必要書類は、コピーではなく原本をご持
参ください

④次の場合は、松本税務署（432・2790）へご相談
ください
○青色申告　○投資関連所得　○住宅借入金等特別
控除の初年度　○損失申告　○株式や土地の譲渡所
得　○山林所得・退職所得　○損益通算

平
成
26
年
１
月
１
日
現

在
、
安
曇
野
市
に
住
ん

で
い
ま
し
た
か
？

主
に
年
金
収
入

主
に
給
与
収
入

農
業
、営
業
、不
動
産
、雑

・一
時
所
得
な
ど
が
あ
る
。

※この表は、簡易に
判断する例です。
不明な点はお問い
合わせください。
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確定申告書の提出はお早めに 入賞者 37 人を表彰
平成 25 年分所得税および復興特別所得税の確定申告の相談と申告書の受け付けは、2 月 17 日（月）から 3

月 17 日（月）までです。還付申告については、2 月 14 日（金）以前でも受け付けています。期限間近にな
ると税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。申告書はご自分で作成し、できるだ
け早めに提出してください。
●申告相談会場　松本税務署　庁舎 3 階（松本市城西 2 － 1 － 20）
●開庁日時　土・日曜日、祝日を除く午前 8 時 30 分～午後 5 時

松本税務署からのお知らせ 平成 25 年度税に関する作文

国税庁ホームページ「確定申告
書等作成コーナー」で申告書を
作成できます

税額なども自動計算、印刷すればきれいに申告書が
完成　（uhttp://www.nta.go.jp）

所得税・復興特別所得税の納税には
便利な口座振替をご利用ください

【納期限】
現金納付：3 月 17 日（月）
口座振替：4 月 22 日（火）

内容 選択番号 転送先

確定申告に関す
る質問、相談 ０ 申告案内窓口（３月 17 日

（月）まで）

税金に関する質
問、相談 １ 電話相談センター

税務署からの照
会などに関する
問い合わせ

２ 松本税務署の電話交換

電話相談窓口
TEL32･2790
自動音声案内に従い、番号を押
してください。

 

中高生に税に対する理解と納税意識を
高めてもらおうと市と市教育委員

会、松本税務署などで構成する市租税教育
推進協議会が公募した平成 25 年度税に関
する作文の入賞者表彰式が 12 月 3 日、明
科公民館講堂で行われました。

この日は、入賞した生徒 32 人が出席。
同協議会関係者や保護者、学校関係者が見
守る中、ステージ上で各団体の代表から入
賞者に賞状と記念品が手渡されました。

今回の公募では、市内高校の 347 人の中から 12 人が、また市内中学校の 410 人の中から 25 人が入選
しました。主な賞の受賞者は次の皆さんです。（敬称略）

【高校生の部】
長野県租税教育推進協議会長賞　齋藤愛

ま あ や

郁（穂高商業高 2 年）
松本地区歴代国税モニター会長賞　等々力彩

あ や か

香（南安曇農業
高 2 年）　山田萌

もえ

（穂高商業高１年）

【中学生の部】
松本税務署長賞　丸山遥

は る ひ

陽（明科中 1 年）
関東信越税理士会松本支部長賞　藤田優介（穂高西中 3 年）
松本地区納税貯蓄組合連合会会長賞　坂本大輔（豊科北中 2 年）
竹内響

ひびき

（豊科北中 2 年）寺井莉
り さ

桜（穂高東中 3 年）廣田みのり（穂
高東中 3 年）有賀日

ひ な こ

南子（穂高西中 3 年）小宮倭
や ま と

斗（穂高西中
3 年）甕慎

し ん ご

伍（三郷中 3 年）百瀬愛
ま な か

香（堀金中 3 年）山崎まみ
こ（堀金中 1 年）

受賞した皆さん（12 月３日明科公民館）

協議会長である須澤教育長から賞状が手渡された

安曇野市ナンバープレートに交換しませんか
原動機付自転車や農耕作業車などの旧町村ナンバープレートは、安曇野市ナンバープレートと無料で

交換することができます。安曇野市誕生から８年が経過し、市の一体感を出すためにもご協力をお願い
します。
●手続きに必要なもの

▷所有者・使用者の印鑑▷旧町村のナンバープレート▷標識交付証明書（お持ちの場合）
●手続きの場所

各総合支所地域支援課窓口※本庁舎では手続きができませんので、ご注意ください。
問豊科総合支所内市民税課諸税係（472・3111 ㈹ 672・8340）

復興特別所得税が始まりました
平成 25 年分から平成 49 年分までの 25 年間、各年

分については、所得税と併せて復興特別所得税の申告
および納付をすることとされています。復興特別所得
税の額は、各年分の基準所得税額（原則として、その
年分の所得税額）に 2.1％の税率を乗じて計算した金
額です。

【算式】
復興特別所得税額　
＝　基準所得税額　×　2.1％

12 月分の空間放射線量
　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。詳しくは
市ホームページをご覧ください（定期点検による測定機器変更の
ため、小数点以下第 3 位まで掲載しています）。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定地点 （マイクロシーベルト／時間）
12/3（火） 12/10（火） 12/17（火） 12/24（火）

本 庁 舎 0.090 0.116 0.104 0.096 
豊科庁舎 0.088 0.086 0.085 0.086 
穂高庁舎 0.096 0.101 0.095 0.098 
三郷庁舎 0.085 0.083 0.082 0.089 
堀金庁舎 0.092 0.091 0.086 0.091 
明科庁舎 0.074 0.076 0.077 0.073 
穂高健康

支援センター 0.098 0.101 0.096 0.100 

測定
結果

●固定資産税	 （４期）
●国民健康保険税	 （８期）
●後期高齢者医療保険料	 （11期）
●介護保険料	 （２月分）
●水道料金	 （穂高･三郷地域）
●下水道使用料	 （豊科･堀金･明科地域）

＝納期限は2月28日（金）＝

2月の納期
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
市
功
労
表
彰
・
新
年
祝
賀
会
を
開
催

平
成
25
年
度
安
曇
野
市
功
労
表
彰

式
と
新
年
祝
賀
会
が
１
月
6
日
、
安

曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
（
豊

科
南
穂
高
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

功
労
表
彰
式

功
労
表
彰
式
で
は
19
人
・
1
企
業
・

1
団
体
に
宮
澤
市
長
か
ら
表
彰
状
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

【
表
彰
状
】

山や
ま
だ田
高た
か
ひ
さ久
さ
ん
（
豊
科
高
家
）

藤ふ
じ
わ
ら
ひ
ろ
の
り

原
廣
德
さ
ん
（
穂
高
牧
）

吉よ
し
だ田
滿み
つ
お男
さ
ん
（
穂
高
有
明
）

下し
も
さ
と里
喜き
よ
か
ず

代
一
さ
ん
（
明
科
東
川
手
）

松ま
つ
お尾　

宏ひ
ろ
しさ
ん
（
豊
科
高
家
）

小こ
ば
や
し林
紀の
り
ゆ
き之
さ
ん
（
豊
科
）

相あ
い
だ田
登と

み

え
美
枝
さ
ん
（
豊
科
）

合
併
前
の
旧
町
村
議
会
の
議
員
と

し
て
、
ま
た
、
市
議
会
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

青あ
お
き木
道み
ち
よ
し喜
さ
ん
（
京
都
市
）

信
州
安
曇
野
薪
能
の
上
演
を
通
し

て
、
市
の
芸
術
文
化
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
に
お

け
る
古
典
芸
能
の
指
導
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

株
式
会
社 

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ド
ラ

イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
（
穂
高
牧
）

昭
和
55
年
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
社
会
教
育
活

動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

大お
お
た
に谷
滿ま

ち

こ
智
子
さ
ん
（
穂
高
有
明
）

民
生
児
童
委
員
を
30
年
務
め
ら

れ
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

黒く
ろ
い
わ岩
憲の
り
あ
き明
さ
ん
（
穂
高
有
明
）

消
防
業
務
に
23
年
従
事
し
、
市
消

防
団
分
団
長
と
し
て
、
消
防
団
活
動

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

小こ
じ
ま島
茂し
げ
お雄
さ
ん
（
穂
高
有
明
）

消
防
業
務
に
21
年
従
事
し
、
市
消

防
団
副
分
団
長
と
し
て
、
消
防
団
活

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
感
謝
状
】

髙た
か
や
ま山
一い
ち
え榮
さ
ん
（
穂
高
北
穂
高
）

丸ま
る
や
ま山
祐ゆ
う
じ之
さ
ん
（
豊
科
南
穂
高
）

黒く
ろ
い
わ岩
宏ひ
ろ
な
り成
さ
ん
（
堀
金
烏
川
）

山や
ま
ち地
重し
げ
お雄
さ
ん
（
穂
高
）

髙た
か
は
し橋　

淨き
よ
しさ
ん
（
豊
科
田
沢
）

畠は
た
け
や
ま山
倉く
ら
み
つ光
さ
ん
（
穂
高
有
明
）

市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

丸ま
る
や
ま山
武た
け
と人
さ
ん
（
豊
科
南
穂
高
）

市
教
育
長
を
4
年
務
め
ら
れ
、
教

育
行
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

安
曇
野
の
水
を
守
る
会（
豊
科
高
家
）

環
境
美
化
活
動
と
し
て
、
豊
科
南

穂
高
憩
い
の
池
周
辺
の
清
掃
活
動
を

続
け
ら
れ
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

山や
ま
だ田
貞さ
だ
お雄
さ
ん
（
穂
高
）

交
通
安
全
対
策
お
よ
び
地
域
福
祉

事
業
の
重
要
性
を
重
ん
じ
、
多
額
の

金
員
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
祝
賀
会

功
労
表
彰
式
終
了
後
、
同
施
設
で

新
年
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
国

会
議
員
や
県
・
市
議
会
議
員
、
区
長
、

地
区
公
民
館
長
な
ど
約
３
０
０
人
の

皆
さ
ん
が
出
席
し
新
し
い
年
を
祝
い

ま
し
た
。
宮
澤
市
長
は
平
成
27
年
度

に
市
制
施
行
10
年
を
控
え
て
い
る
こ

と
に
触
れ
「
よ
り
市
の
一
体
感
を
高

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
ま
ち

づ
く
り
を
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
者
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

新年を祝い万歳をする市区長会・市川会長

新本庁舎建設
ニュース№ 9

１階の柱と梁
はり

の組み立てが始まり
ました

年が明け、今までよりもさらに大型のクレーン
2 台を導入し、14 日から１階柱の設置が始まりま
した。

設置する 64 本の柱のうち、まず 40 本を運び込
み１日あたり 10 本のペースで設置し、１月下旬
からは残りの 24 本を設置します。柱と柱を梁で
つなぎながら順番に組み立てていきます。

このような作業を続け、１つの階を約１カ月の
ペースで組み立てていき、4 月には最上階 4 階部
分の鉄骨の組み立てが終わります。

問本庁舎内庁舎建設推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

第 3 回現場見学会を開催
柱や梁の組み立ての様子をご覧いただくた

めの現場見学会を、3 月に開催する予定です。
詳細は、2 月 19 日発行の「広報あづみの」で
お知らせします。

１階部分の柱を設置する様子（1 月 14 日撮影）

前列左から村上副市長、株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ（会長・伊藤光昌さん）、青木道喜さん、
藤原廣德さん、宮澤市長、平林市議会副議長、山田高久さん、大谷滿智子さん、相田登美枝さん。
中列左から安曇野の水を守る会（代表・遠藤エツ子さん）、髙山一榮さん、松尾宏さん、吉田滿男さん、下
里喜代一さん、小林紀之さん、黒岩憲明さん、小島茂雄さん。
後列左から須澤教育長、丸山武人さん、畠山倉光さん、山地重雄さん、丸山祐之さん、黒岩宏成さん、髙
橋淨さん、山田貞雄さん。
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■
選
挙
管
理
委
員
会
と
公
平
委
員
会
の
各
委
員
決
ま
る

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け　

地
域
審
議
会
が
答
申

任
期
満
了
に
よ
り
選
挙
管
理
委
員

会
と
公
平
委
員
会
の
各
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

両
委
員
と
も
任
期
は
平
成
29
年
12

月
21
日
ま
で
で
す
。（
敬
称
略
）

5
地
域
の
地
域
審
議
会
は
、
平
成

25
年
9
月
に
諮
問
を
受
け
た
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
と
そ
の
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
の
審
議
内
容
を

ま
と
め
12
月
25
日
、
県
安
曇
野
庁
舎

で
宮
澤
市
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
各
地
域
審
議
会
の
会

長
と
副
会
長
が
出
席
。
答
申
書
を
手

渡
し
た
後
、概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
本
年
度
策
定
予
定
の

協
働
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
方
針

と
行
動
計
画
の
骨
子
案
へ
の
意
見
で

は
、
行
政
の
協
働
推
進
体
制
の
あ
り

方
や
情
報
を
一
元
化
す
る
仕
組
み
の

必
要
性
、
協
働
の
推
進
役
と
な
る
人

材
の
資
質
向
上
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま

す
。ま

た
、
本
庁
舎
建
設
後
の
各
地
域

の
協
働
の
あ
り
方
へ
の
意
見
で
は
、

各
支
所
に
協
働
を
進
め
る
職
員
の
配

置
や
公
民
館
職
員
と
の
連
携
な
ど
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
市
民

が
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

市
と
な
る
よ
う
、
答
申
内
容
を
生
か

し
て
実
現
可
能
な
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

答
申
内
容
は
、
本
年
3
月
策
定
予

定
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本

方
針
と
行
動
計
画
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。

各地域審議会から宮澤市長に答申書が手渡された

選挙管理委員会

公平委員会

委員長職務代理
上條 弘子

委員
丸山 くみ子

委員
唐澤 武志

委員長
和田 博

委員長
中田 正志

委員
竹内 勲

委員
曽根原 幸人

意 見
募 集

協働のまちづくり推進基本方針
及び協働のまちづくり推進行動計画（案）

市では、本年度「協働のまちづくり推進基本方針」及び「協働のまちづくり推進行動計画」を策定
します。この方針および計画は、私たち一人ひとりが安曇野に誇りと責任を持ち、生き生きと心

豊かに暮らせる安全・安心な地域を目指して、協働を担う主体の役割や協働のまちづくりの推進体制や
具体的施策などを市民の皆さんと一緒に作っていくものです。皆さんのご意見をお寄せください。

●対象者
市内に住所を有するか勤務、通学する人。または市内に活動拠点がある団体

●閲覧方法
市ホームページと次の場所で閲覧できます。
まちづくり推進課、各総合支所、市民活動センター「くるりん広場」（平日の午前 8 時 30 分から午後
5 時 15 分まで。市民活動センターは午後 5 時まで）

●提出方法
任意の用紙に意見、提言事項を日本語で記載し、個人の場合は、住所（または勤務先・学校名）・氏名・

電話番号を、団体の場合は、団体名・代表者名・所在地・電話番号を必ず記載の上、郵送・持参・ファ
クス・電子メールのいずれかの方法により提出してください。（各総合支所地域支援課窓口でも受け
付けます。必要事項の記載がない場合や、電話・口頭による受付はできません）

●募集締め切り
2 月 7 日（金）（必着）

●募集結果の公表
お寄せいただいた意見などの募集結果は内容をとりまとめ、市の考え方と共に公表します（提出者

に関する情報は除く）。個々の意見に対して直接の回答はしませんのでご了承ください。
●問い合わせ先および提出先

〒 399-8205　安曇野市豊科 4932 番地 46　安曇野市企画財政部まちづくり推進課
471・2000 ㈹ 671・5000
mmachizukuri@city.azumino.nagano.jp

男女共同参画から協働のまちづくりを考えてみませんか
市と男女共同参画連絡協議会では、男女共同参画の視点から「協働のまちづくり」について考える

機会として、男女共同参画講座を開催します。（入場無料、事前申し込み不要）
●場　所　堀金総合支所 301 号大会議室
●日　時　2 月 2 日（日）午後１時 30 分から
●テーマ　「みんなが　主役の　まちづくり　～なぜ今、協働か～」
●講　師　市役所まちづくり推進課　課長　宮澤万茂留
問本庁舎内人権男女共同参画課（471・2000 ㈹ 671・5000）
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安曇野の特産品であるワサビを使った「ワ
サビ漬け作り体験会」（せせらぎを愛する会
主催）が 12 月 4 日、明科自然体験交流セン
ター「せせらぎ」で開催されました。この日は、
市内外から 40 人が参加。ワサビの切り方や
辛く漬けるためのコツなどを会員から説明を
受けた後、ワサビ漬け作りを体験しました。
東京都から移住し、地域の産業に興味がある
という荒野勲さん（池田町）は「ワサビを切っ
たときは涙が出て大変でしたが、とても楽し
かったです。どんな味か楽しみです」と話し
てくれました。

安曇野の冬の夜を彩るイルミネーションが
市内各所で行われています。

このうち豊科南穂高のビレッジ安曇野一帯
で行われている「Azumino. 光のページェン
ト」（同実行委員会主催）のイルミネーショ
ンでは、約 15 万球の電飾が飾り付けられて
います。年末には親子連れなどが訪れ、色と
りどりの光に歓声が沸き、記念写真を撮る姿
も見られました。

なお、同会場と穂高有明の八面大王足湯周
辺の「光の安曇野伝説」のイルミネーション
は、1 月 31 日まで行われています。

12/4　ワサビ漬け作り体験会

12/26　Azumino. 光のページェント

ピリッと辛いワサビ漬け作りを体験

冬の夜を彩
いろど

る色とりどりの光

「安曇野のお祭り展」（同実行委員会主催）の関連イ
ベントとして道祖神について考えるシンポジウムが
12 月 14 日、豊科交流学習センター「きぼう」で行わ
れました。当日は道祖神研究の第１人者である倉石忠
彦さん（國學院大学名誉教授）による基調講演や有識
者 4 人によるパネルディスカッションが行われ、市民
など約 120 人が聴講しました。

また、穂高神社（小平弘起宮司）では、高さ約 2.5 メー
トルのステンレス製「健康長寿道祖神」が設置され、
除幕式が 12 月 27 日、同神社境内で行われました。こ
の道祖神は平成 25 年厚生労働省統計発表で長野県が
男女とも平均寿命日本一となったことを記念し、同神
社が市内の彫刻家中嶋大

だいどう

道さんに制作を依頼。安曇野
に多く見られる男女が手を取り合う双体道祖神を、能
の「高砂」をモデルに老夫婦の姿で現代風に表現して
います。小平さんは「道祖神を通じて訪れる皆さんに
健康づくりに関心を持ってもらえれば」と話しました。

12/14　道祖神シンポジウム　12/27　健康長寿道祖神除幕式

道祖神の里　安曇野

11 月に東京都で行われた農林水産祭式典（農林水産
省・日本農林漁業振興会共催）で、市内から㈲斉藤農
園（堀金烏川）が、農産部門において全国第 3 位に該
当する日本農林漁業振興会会長賞を受賞しました。同
農園を経営する斉藤彰久さんと長男の岳雄さんが 12 月
13 日、本庁舎で宮澤市長に受賞を報告しました。

斉藤さんは約 30 ヘクタールの農地で水稲を中心に大
豆、ソバなどを栽培。大学との連携や地域との交流な
どにも力を入れており、こうした取り組みが評価され
ました。今回の受賞に彰久さんは「受賞が安曇野の生
産者の励みになればうれしい」と話し、岳雄さんは「農
産物の生産だけでなく、加工や販売までいろいろなこ
とに今後も挑戦していきたい」と目標を話しました。

12/13　農林水産祭式典表彰受賞報告

安曇野の農業が全国３位を受賞

市消防団（寺
てらはた

畑佳
よ し じ

司団長）は、12 月 25 日
から 30 日まで恒例の年末特別警戒を行いま
した。初日となる 25 日には、豊科ふれあい
ホール（豊科）で激励が行われ、中堅幹部
以上の団員 124 人が、宮澤市長、消防・警
察関係者からの激励を受けました。宮澤市
長は「市民の皆さんが安心して新年を迎え
ることができるよう、警戒をお願いします」
と団員を激励しました。期間中、各分団で
は団員が管轄管内を消防車両や徒歩で回り、
警戒にあたりました。

　第 8 回新春さわやか元旦マラソン（スポ
ネット常念主催）が１月１日、堀金地域の
拾ヶ堰沿いで行われました。この日は、市
内外から 251 人のランナーが参加。2㌔・3㌔・
5㌔のコースを、各々のペースで走りました。
家族で参加した長

な が た

田明
あきら

さん（堀金烏川）は
「年の初めに走るとさわやかな気持ちになれ
るので、毎年参加しています。それぞれコー
スを選んで、自分のペースで気軽に走るこ
とができます」と話してくれました。

12/25　市消防団年末特別警戒

1/1　新春さわやか元旦マラソン

年末の市民の安心・安全を守る

１年の幕開けに走り初め

写真上：健康長寿道祖神　写真左下・右下：道祖神シンポジウム
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施設イベント

和
布
で
小
さ
な
お
雛ひ
な

様
を
作
り
ま
す
。

●
期
日　

2
月
18
日
（
火
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

●
場
所　

豊
科
近
代
美
術
館
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

●
参
加
費　

友
の
会
員　

８
０
０
円　

一
般　

１
０
０
０
円

●
講
師　

平
田
米よ

ね
こ子
さ
ん

●
持
ち
物　

裁
縫
道
具
（
針
、
糸
、
は

さ
み
）
※
お
雛
様
一
対
の
キ
ッ
ト
を

こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

豊
科
近
代
美
術
館
で
は
、
市
内
の
中

学
・
高
校
美
術
部
に
よ
る
合
同
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す
。
5
回
目
の
開
催
と
な

る
本
展
覧
会
の
特
長
は
、
各
校
美
術
部

に
参
加
を
募
り
、
展
覧
会
の
準
備
か
ら

展
示
作
業
、広
報
ま
で
生
徒
が
参
加
し
、

美
術
館
と
一
緒
に
展
覧
会
を
作
り
上
げ

る
こ
と
で
す
。
各
校
美
術
部
の
生
徒
の

力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

2
月
4
日（
火
）～
23
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
、
最
終

日
は
午
後
3
時
ま
で
。

●
会
場　

豊
科
近
代
美
術
館
2
階
展
示

室
お
よ
び
大
展
示
室

●
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
と
祝
祭
日
の

翌
日

●
観
覧
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
参
加
校　

明
科
中
学
校
、
豊
科
北
中

学
校
、
豊
科
南
中
学
校
、
穂
高
西
中

学
校
、
堀
金
中
学
校
、
三
郷
中
学
校
、

明
科
高
校
、
豊
科
高
校
、
南
安
曇
農

業
高
校
、
穂
高
商
業
高
校

安
曇
野
に
生
ま
れ
育
っ
た
画
家
が
、

故
郷
の
優
し
い
風
、
そ
し
て
大
切
に
し

た
い
心
を
描
い
た
絵
画
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
期
間　

2
月
１
日（
土
）～
28
日（
金
）

●
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

１
階　

企
画
展
示
室

●
入
館
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

美
術
講
座「
テ
ラ
コ
ッ
タ
に
触
れ
よ
う
」

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
気
軽

に
粘
土
に
触
れ
、
創
作
体
験
が
で
き
る

講
座
で
す
。
2
月
の
創
作
テ
ー
マ
は

「
手
」
で
す
。
自
分
の
手
の
表
情
を
表

現
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
16
日
（
日
）

午
後
１
時
～
4
時

●
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル　

研

修
室
Ⅱ

●
講
師　

中
山
邦
彦
さ
ん　

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
粘
土
・
焼
成

代
含
む
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

美
術
講
座
「
デ
ッ
サ
ン
入
門
（
人
物
）」

参
加
者
の
募
集

人
物
デ
ッ
サ
ン
を
通
し
て
物
を
見
る

目
を
養
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
21
日
・
28
日
、
3
月
7

日
（
全
3
回
）
毎
週
金
曜
日
、
午
後

１
時
30
分
～
4
時
30
分

●
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

●
講
師　

中
村
次
郎
さ
ん

●
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
モ
デ
ル
代

を
含
む
）

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

多摩美術大学、学生講習会の無料公開
あづみ野ガラス工房　4 672・8030 

穂高あめ市タイアップイベント
　安曇野ブランド推進室　482・3131 ㈹ 682・6622 

あづみ野ガラス工房の卒房者で作家として日本各地で作品を発表している馬越寿さん
と多摩美術大学学生を招き、吹きガラス制作の講習会を行います。その制作風景を無料
公開します。ガラス制作に熱意ある学生たちと馬越さんが指導する制作風景をご覧くだ
さい。
●日時　2 月 3 日（月）〜 6 日（木）午前 9 時〜午後 4 時
●場所　あづみ野ガラス工房
●内容　多摩美術大学非常勤講師 馬越寿さんによる、同大学生のガラス制作講習会の見学
※この期間中の各種ガラス体験は、中止していますのでご注意ください。

安曇野の伝統行事「あめ市」。商売繁盛を願って行われる催
事に合わせ、古い写真を手がかりに街をめぐるウオークラリー、
福あめ投げなど各種イベントを開催します。
●日時　2 月 2 日（日）午前 10 時～オープニング
　　　　正午～なつかし写真ウオークラリー
●会場　穂高神社北神苑周辺
●主催　穂高地区活性化総合プロジェクト

田
淵
行
男
記
念
館
友
の
会
の
写
真
部

会
は
、
本
年
で
発
足
15
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
会
員
に
よ
る

作
品
展
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

写
真
部
会
会
員
写
真
展

●
会
期　

2
月
19
日（
水
）～
23
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
4
時
ま
で
）

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
１
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
テ
ー
マ　
「
自
然
へ
の
ま
な
ざ
し
」

●
入
場
料　

無
料

記
念
講
演
会

●
日
時　

2
月
22
日
（
土
）
午
後
6
時

～
8
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
講
師　

小
口
和
利
さ
ん
（
山
岳
写
真

家
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
本
支
局
文
化
講
座
講

師
）

●
演
題　
「
山
岳
写
真
の
撮
影
技
法
に

つ
い
て
」

●
入
場
料　

無
料

●
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

安
曇
野
の
屋
敷
林
は
、
北
ア
ル
プ
ス

の
田
園
と
共
に
、
こ
の
地
域
特
有
の
景

観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
主
催
：
屋
敷
林
と
歴
史
的
ま

ち
な
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
は
、
屋
敷
林

の
顕
彰
と
と
も
に
、
生
垣
な
ど
の
身
近

な
緑
化
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

●
日
時　

2
月
22
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
4
時

●
会
場　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

●
参
加
費　

無
料

●
基
調
講
演　

笹
本
正
治
さ
ん
（
信
州

大
学
人
文
学
部
教
授
）

平
成
25
年
度

安
曇
野
市
中
学
・
高
校
美
術
部
展

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

碌
山
研
成
ホ
ー
ル　

美
術
講
座

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

 

82
・
０
７
６
９

田
淵
行
男
記
念
館

写
真
部
会
会
員
写
真
展

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

屋
敷
林
フ
ォ
ー
ラ
ム 

２
０
１
４

～
身
近
に
で
き
る
緑
化
～

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２

安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館

友
の
会　

手
し
ご
と
く
ら
ぶ

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

貞
享
義
民
記
念
館

瀧
澤
伸
介
絵
画
展貞享

義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 
77
・
７
５
５
１

ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ 5

問題１　安曇野市の原風景に屋敷林があ
ります。屋敷林は季節風を防ぐほかに、
燃料や肥料、建築材等に重宝されてき
ましたが、もう一つの大切な役目はど
れでしょう。

①害虫から屋敷を守る
②屋敷の乾燥を保つ
③屋敷の鳥よけ
④落ち葉や落ち枝の害を防ぐ

問題２　豊科地域や明科地域では、犀川
に沿って屏風のように山地斜面が続い
ています。この地形を形成する要因と
なった活断層はどれでしょう。

①信濃坂断層　②鹿島―満願寺断層
③梓川断層　④松本盆地東縁断層

問題３　安曇野市を含む松本盆地の気
候を内陸性気候と言います。内陸性気
候の説明で間違っているものはどれで
しょう。

①空気が乾燥していて１日の最高気温
と最低気温の差が大きい

②年間を通して雨の量が多く、湿度が
高い

③秋から春にかけてよく晴れた夜の翌
朝は冷え込み、霧が出やすい

④霜が降り、春先の農作物に被害をあ
たえやすい

問題４　蝶ヶ岳に蝶の雪形があらわれる
時期はいつ頃でしょう。

①２月下旬から３月上旬
②３月中旬から４月上旬
③４月上旬から４月下旬
④５月上旬から６月上旬

皆さんもぜひ挑戦してみてください。
答えは 21 ページ

白い残雪の蝶が舞う蝶ヶ岳
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「
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
簡
単
料

理
」
を
テ
ー
マ
に
、
飾
り
寿
司
・
か
ぶ

ら
蒸
し
・
そ
ば
粉
を
使
っ
た
根
菜
山や
ま
が家

鍋
等
を
作
り
ま
す
。
地
産
地
消
と
米
消

費
を
推
進
し
な
が
ら
家
庭
で
の
食
育
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

2
月
14
日
（
金
）・
21
日
（
金
）

各
回
と
も
午
前
10
時
～
午
後
0
時
30

分
●
場
所　

三
郷
公
民
館
調
理
実
習
室

●
講
師　

高
橋
清
美
さ
ん
（
松
本
広
域

調
理
師
会
会
長
）

●
定
員　

24
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
１
０
０
円
（
受
講
料
・

材
料
費
を
含
む
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

１
月
29
日
（
水
）・
30

日
（
木
）
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
の
間
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
講
者

の
皆
さ
ん
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
は
、
ス
ト
レ
ス

を
和
ら
げ
る
自
然
療
法
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
ア
ロ

マ
テ
ラ
ピ
ー
の
使
い
方
な
ど
を
学
ぶ
ほ

か
、
ア
ロ
マ
製
品
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

2
月
12
日（
水
）・
26
日（
水
）、

3
月
12
日
（
水
）
各
回
と
も
午
後
７

時
～
9
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館　

講
座
室

●
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性
で
3
回

と
も
参
加
で
き
る
人

●
受
講
料　

６
０
０
円

※
こ
の
ほ
か
に
材
料
代
３
０
０
０
円

●
講
師　

帯お
び
な
た刀
妙た
え
こ孔
さ
ん
（
社
団
法
人

日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
１
級
、
日
本
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
業

協
会
認
定
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
）

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

１
月
29
日
（
水
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
豊
科
公
民
館
で
受
け

付
け
ま
す
。
窓
口
か
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
を
使
っ
て
簡
単
な

か
ご
等
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

2
月
13
日
（
木
）・
20
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
会
館　

体
育
相
談
室

●
講
師　

丸
山
富
子
さ
ん

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

１
回
２
０
０
円

●
材
料
費　

１
5
０
０
円
（
2
回
分
）

●
そ
の
他　

持
ち
物
な
ど
詳
細
は
参
加

者
に
通
知
し
ま
す

●
申
し
込
み　

１
月
27
日
（
月
）
か
ら

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で
）

市
内
で
芸
術
文
化
に
親
し
む
皆
さ
ん

の
作
品
を
一
堂
に
集
め
、
展
覧
会
（
市

総
合
芸
術
展
実
行
委
員
会
と
共
催
）
を

開
催
し
ま
す
。
力
作
の
数
々
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
15
日（
土
）～
23
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
6
時
（
最
終
日
は

午
後
4
時
ま
で
）

※
17
日
（
月
）
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

●
会
場　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
展
示
内
容　

写
真
・
絵
画
・
彫
刻
・

水
墨
画
・
文
化
刺
し
ゅ
う
な
ど

●
観
覧
料　

無
料

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

で
は
、
ヨ
ー
デ
ル
の
第
一
人
者
北
川
桜

さ
ん
と
下
諏
訪
町
木
遣
保
存
会
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
2
日
（
日
）
午
後
6
時

30
分
～
（
開
場
は
午
後
6
時
）

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
出
演　

北
川
桜
さ
ん　

日
本
の

プ
ロ
女
性
ア
ル
プ
ス
ヨ

ー
デ
ル
の
第
一
人
者

下
諏
訪
町
木
遣
保
存
会

50
年
以
上
、
御
柱
木
遣

り
の
伝
承
保
存
に
携
わ

る
諏
訪
地
方
を
代
表
す

る
団
体

●
演
目　

ス
イ
ス
民
謡
「
ホ
ル
デ
ィ
リ

デ
ィ
ア
」、
マ
リ
ー
テ
レ
ー
ズ
・
フ
ォ

ン
・
グ
ン
テ
ン
「
私
の
甘
え
る
猫
」、

下
諏
訪
町
無
形
文
化
財
「
諏
訪
大
社

下
社
の
御
柱
木
遣
り
」
な
ど

※
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
や
カ
ウ
ベ
ル
の
演
奏

体
験
、
御
柱
祭
の
映
像
の
放
映
も
し

ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト　

２
０
０
０
円

●
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

１
月
28
日
（
火
）

か
ら「
み
ら
い
」の
受
付
で
販
売（
午

前
9
時
～
午
後
9
時
30
分
、
月
曜
と

祝
日
の
翌
日
休
館
）し
ま
す
。
な
お
、

チ
ケ
ッ
ト
の
予
約
は
１
月
28
日（
火
）

か
ら
2
月
25
日
（
火
）
の
間
に
、
穂

高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

（
81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６
）

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
絵
本
に
出
て
く
る
料
理
を
作
っ
て

み
よ
う
」と
題
し
て
、絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
本
に
出
て
く
る
料
理
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

2
月
8
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
講
義
室
・

調
理
室

●
対
象　

小
学
生
以
上

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ
ナ
・

ハ
ン
カ
チ　

●
申
し
込
み　

１
月
25
日（
土
）か
ら
2

月
7
日（
金
）の
間
に
明
科
図
書
館
窓

口
ま
た
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

三
九
郎
小
屋

１
月
半
ば
、
安
曇
野
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら

の
田
ん
ぼ
で
三
九
郎
を
囲
み
、
ま
ゆ
玉
や
餅

を
焼
く
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

三
九
郎
は
ま
っ
す
ぐ
な
木
を
は
ぜ
足
状
に

組
ん
で
、
稲
わ
ら
や
笹
竹
、
松
、
だ
る
ま
な

ど
で
飾
り
付
け
た
も
の
で
、
使
い
終
わ
っ
た

正
月
飾
り
を
燃
や
す
役
割
も
あ
り
ま
す
。

　

50
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
こ
の
三
九
郎
を
小

屋
と
し
て
作
り
、
中
で
男
の
子
た
ち
が
遊
ん

だ
り
、
餅
を
焼
い
て
食
べ
た
り
し
て
一
夜
を

過
ご
し
た
そ
う
で
す
。
小
屋
は
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
作
り
、
雪
や
風
が
入
ら
な
い
よ
う
に

工
夫
を
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
な
ん
と
２
階

建
て
の
も
の
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
三
九

郎
小
屋
で
遊
ん
だ
経
験
の
あ
る
人
た
ち
は
、

そ
の
楽
し
さ
を
今
で
も
思
い
出
す
そ
う
で

す
。
昨
秋
、
豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
展
覧
会

の
中
で
こ
の
三
九
郎
小
屋
を
再
現
し
ま
し

た
。
来
館
し
た
子
ど
も
た
ち
が
興
味
津
々
で

入
り
口
か
ら
の
ぞ
き
こ
み
、
そ
っ
と
入
っ
て

み
る
の
を
見
て
い
る
と
、
い
つ
か
ま
た
こ
の

三
九
郎
小
屋
が
安
曇
野
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
い
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化
　
そ
の
25

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

三
郷
公
民
館 

料
理
教
室

社
会
教
育
課
三
郷
生
涯
学
習
係

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

豊
科
公
民
館

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座
（
全
3
回
）

社
会
教
育
課
豊
科
生
涯
学
習
係

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

穂
高
公
民
館

｢

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
手
芸｣
講
座

社
会
教
育
課
穂
高
生
涯
学
習
係

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

第
３
回
安
曇
野
市
総
合
芸
術
展

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

ヨ
ー
デ
ル
と
木き

や遣
り
コ
ン
サ
ー
ト

文
化
課
文
化
振
興
係

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

明
科
図
書
館
ひ
ま
わ
り
講
座

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

再現した三九郎小屋

図書館映画上映会（入場無料） 
｢北極のナヌー」日本語版ナレーション稲垣吾郎

　2007 年 アメリカ < 上映時間　84 分 >
●日時　14日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　19日（水）16：15～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや

おりがみのへや 
堀金図書館　●日時　26日（水）16：15～
　　　　　　●場所　堀金図書館児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　5・19・26 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　15 日（土）	 10：30 ～（乳幼児対象）
	 11：20 ～（幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　21 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　21 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷公民館児童室
　　 8 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　25 日（火）	 10：30 ～（乳幼児対象）
　　25 日（火）	 16：20 ～（乳児以上対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなし会
　　明科図書館内おはなしの部屋
　　22 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

２月の図書館イベント

お
す
す
め
の
一
冊

動
物
園
の
鳥

坂
木　

司　

著

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

岩瀬直子さん
（三郷・一日市場）

私
が
紹
介
す
る
「
動
物
園
の
鳥
」
は
、
主

人
公
で
お
人
好
し
の
坂
木
と
そ
の
友
人
で
引

き
こ
も
り
の
鳥
井
の
2
人
を
中
心
と
し
た

“
ひ
き
こ
も
り
探
偵
シ
リ
ー
ズ
”
3
部
作
の

最
終
巻
で
す
。

2
人
の
周
り
で
起
こ
る
数
々
の
「
謎
」
を

解
き
明
か
し
て
い
く
う
ち
に
坂
木
と
鳥
井
の

2
人
で
始
ま
っ
た
世
界
は
、
人
と
の
出
会
い

に
よ
り
次
第
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
き
ま

す
。最

終
巻
の
本
作
で
は
、
そ
ん
な
鳥
井
を
取

り
巻
く
世
界
の
変
化
に
戸
惑
う
主
人
公
坂
木

の
心
の
奥
に
秘
め
て
き
た
気
持
ち
が
描
写
さ

れ
、
謎
が
解
明
し
た
後
に
坂
木
と
鳥
井
に
も

変
化
が
訪
れ
ま
す
。
文
庫
版
の
巻
末
に
は
作

品
中
に
鳥
井
が
作
っ
て
い
る
数
々
の
料
理

（
ど
れ
も
お
い
し
そ
う
で
す
）
の
レ
シ
ピ
も

載
っ
て
い
ま
す
。
3
部
作
の
第
１
弾
「
青
空

の
卵
」、
第
2
弾
「
仔
羊
の
巣
」
を
読
ん
で

か
ら
こ
の
本
を
読
む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明教

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
総
合
支
所

教
育
委
員
会
事
務
局
（
旧
明
科
公
民
館
内
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

●
点
検
と
交
換
時
期

消
火
器
の
耐
用
年
数
は
製
造
年
か
ら

8
年
か
ら
10
年
で
す
。
ご
自
宅
の
消

火
器
が
古
い
場
合
は
、
消
防
用
設
備

業
者
な
ど
に
依
頼
し
、
新
し
い
も
の

と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

市
消
防
団
で
は
、
音
楽
喇
叭
隊
の
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
楽
し
み
な
が
ら
消
防
団
の
活

動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
吹
奏
楽
と

消
防
ラ
ッ
パ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

子
ど
も
も
楽
し
め
る
曲
目
を
中
心
に

吹
奏
す
る
ほ
か
、
消
防
団
活
動
パ
ネ
ル

の
展
示
等
も
行
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
23
日
（
日
）
午
後
2
時

～
4
時
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

豊
科
公
民
館　

ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

平
成
26
年
度
に
市
内
保
育
園
へ
の
入

園
を
希
望
す
る
児
童
を
追
加
募
集
し
ま

す
。
空
き
状
況
な
ど
は
、
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
入
園
条
件　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ

る
家
庭
の
児
童
で
、
同
居
し
て
い
る

65
歳
未
満
の
家
族
全
員
が
働
い
て
い

る
な
ど
の
理
由
で
、
保
育
で
き
な
い

要
件
に
該
当
し
て
い
る
児
童

●
募
集
内
容

▽
2
・
3
歳
児　

定
員
に
満
た
な
い
市

内
各
保
育
園

▽
4
・
5
歳
児　

細
萱
保
育
園
を
除
く

市
内
各
保
育
園

※
0
・
1
歳
児
は
、
定
員
に
達
し
た
た

め
募
集
し
ま
せ
ん
。

●
受
付
期
間　

1
月
27
日（
月
）～
2
月

7
日（
金
）ま
で（
受
付
時
間
は
平
日
の

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

万
が
一
、
火
災
と
な
っ
た
場
合
、
あ

な
た
は
迷
わ
ず
消
火
器
を
使
え
ま
す

か
。
消
火
器
は
、
次
の
3
動
作
で
使
用

で
き
ま
す
。

今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
消
火
器
の
使
い
方

①
黄
色
い
ピ
ン
を
抜
く

②
ホ
ー
ス
を
火
元
に
向
け
る

③
レ
バ
ー
を
握
る

●
使
用
の
際
の
注
意
点

▽
一
人
の
場
合
は
大
声
を
出
し
て
助
け

を
呼
ぶ

▽
使
用
す
る
前
に
逃
げ
道
を
確
認
す
る

▽
炎
が
天
井
ま
で
届
い
て
い
る
場
合

は
、
消
火
器
で
は
消
せ
な
い
の
で
、

す
ぐ
に
避
難
す
る

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

管
財
担
当

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
上
段

「
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
」
→
「
入
札
・

契
約
情
報
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
へ
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
内
容

▽
田
沢
団
地
（
豊
科
田
沢
）

１
戸
【
2
Ｄ
Ｋ
】

▽
追
分
団
地
（
穂
高
北
穂
高
）

１
戸
【
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

▽
一
日
市
場
団
地
（
三
郷
明
盛
）

１
戸
【
3
Ｄ
Ｋ
】（
身
体
障
害
者
世

帯
用
、
身
障
者
手
帳
１
か
ら
4
級
を

お
持
ち
で
同
居
親
族
の
い
る
世
帯
が

対
象
）
１
戸
【
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

▽
フ
ァ
ミ
ー
ユ
柳
瀬
団
地
（
明
科
中
川

手
）
１
戸
【
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
入
居
開
始
日　

4
月
1
日
（
火
）

●
入
居
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
か
勤

務
し
、
主
に
次
の
要
件
を
満
た
す
人

▽
同
居
親
族
が
あ
る
▽
住
宅
に
困
っ

て
い
る
▽
所
得
額
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
▽
申
込
者
お
よ
び
同
居
者
が
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と

●
入
居
申
込
書　

１
月
22
日
（
水
）
か

ら
豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住
宅
課
住

宅
係
、
各
総
合
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

2
月
10
日（
月
）か
ら
19

日（
水
）ま
で
の
間
に
、
添
付
書
類
を

添
え
て
、
建
築
住
宅
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
時
間
は
平
日
の
午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
5
時
）
各
総
合
支

所
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
書
類
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合

は
、必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
県
営

住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　

松
本
地
方
事
務
所
管
内

の
県
営
住
宅
（
詳
細
は
2
月
上
旬
に

決
定
し
ま
す
）

●
入
居
資
格　

県
内
に
在
住
す
る
か
勤

務
し
、
主
に
次
の
要
件
を
満
た
す
人

▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
結
婚
予
定
含
む
）
が
い
る
こ

と
▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
▽
収

入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

●
受
付
期
間　

2
月
17
日
（
月
）
～
26

（
水
）（
土
日
も
可
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
県
住
宅
供

給
公
社
松
本
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
25
・
26
年
度
分
の
入
札
参
加

資
格
審
査
の
追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

●
対
象　

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

設
計
コ
ン
サ
ル
、
業
務
委
託
お
よ
び

物
品
購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希

望
し
、
現
在
入
札
参
加
資
格
を
持
っ

て
い
な
い
事
業
者

●
受
付
期
間　

2
月
24
日
（
月
）
～
3

月
7
日
（
金
）（
時
間
は
平
日
の
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
）

●
申
請
様
式　

申
請
様
式
・
添
付
書
類

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
て

く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法　

必
要
書
類
を
Ａ
4
版
紙

フ
ァ
イ
ル
に
綴
り
、
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
建
設
工
事

赤
色
ま
た
は
桃
色
▽
建
設
コ
ン
サ
ル

青
色
ま
た
は
水
色
▽
物
品
・
役
務
業

務　

黄
色
ま
た
は
ク
リ
ー
ム
色

※
フ
ァ
イ
ル
は
金
具
を
使
用
し
て
い
な

い
も
の

●
提
出
部
数　

1
部

●
受
付
場
所　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

豊
科
４
９
３
２
番
地
46

県
安
曇
野
庁
舎
内
契
約
管
財
課
契
約

消
火
器
の
使
い
方

問
堀
危
機
管
理
室

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

　

豊
科
消
防
署（

72
・
３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82
・
３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78
・
２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62
・
２
９
９
２
）

保
育
園
入
園
追
加
募
集

問
健
児
童
保
育
課
保
育
係

（

81
・
０
７
２
８ 

81
・
０
７
０
３
）

市
消
防
団
音
楽
喇ら
っ
ぱ叭
隊
「
吹
奏
楽

と
消
防
ラ
ッ
パ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

問
堀
危
機
管
理
室

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

平
成
25
・
26
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
追
加
申
請

問
安
契
約
管
財
課
契
約
管
財
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

72
・
１
３
４
０
）

市
営
住
宅
へ
の
入
居
者
の
募
集

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

県
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

問
県
住
宅
供
給
公
社
松
本
事
務
所

（

47
・
０
２
４
０
）

集

募

防

消
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障害者就職面接会松本地区合同就職面接会
ハローワーク松本では、障害者就職面接会を開催します。

●日時　2 月 21 日（金）午後 1 時 30 分～ 4 時
（受付　午後 1 時～）

●場所　ホテルブエナビスタ（松本市本庄 1-2-1）
●対象者　障害者の受け入れをお考えの事業者の皆さ

ん、就職を希望する障害をお持ちの人
●申し込み　就職希望者は履歴書持参の上、直接会場へ

お出掛けください。事業者の皆さんは、事前に電話で
ご連絡ください。

問ハローワーク松本　職業紹介第二部門（444・0922）

ハローワーク松本では、松本地区合同就職面接
会を開催します。
●日時　2 月 6 日（木）午後 1 時 30 分～ 4 時
（受付　午後 1 時～）

●場所　ホテルブエナビスタ
（松本市本庄 1-2-1）

●対象者　求職者、平成 26 年 3 月卒業予定の就
職未内定学生

●申し込み　不要
問ハローワーク松本　企画部門（427・0111）

の
新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
農
業
者

の
育
成
を
目
的
に
、
野
菜
の
育
苗
・
栽

培
技
術
を
研
修
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
活
動
期
間　

2
月
下
旬
か
ら
5
月
下

旬
ま
で
の
、
主
に
毎
週
火
曜
日
（
6

月
以
降
は
別
途
連
絡
）

●
場
所　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
三
田
支
所
北
の

ほ
場

●
内
容　

▽
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
の
指
導

を
受
け
、
温
床
線
の
は
り
方
か
ら
播

種
、
接
ぎ
木
な
ど
苗
の
管
理
▽
育
苗

終
了
後
、
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
、
赤
シ

ソ
、
タ
マ
ネ
ギ
苗
な
ど
を
栽
培
▽
収

穫
物
の
加
工
や
直
売
所
等
へ
の
出
荷

●
年
会
費　

無
料

●
申
し
込
み　

2
月
3
日
（
月
）
か
ら

28
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
平
日
の

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま

で
）
内
容
は
体
験
農
場
の
三
村
さ
ん

（

73
・
４
５
６
１
）
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

あ
づ
み
野
農
業
塾
で
は
、
平
成
26
年

度
の
塾
生
を
募
集
し
ま
す
。
農
業
の
活

性
化
や
食
の
安
心
・
安
全
を
目
指
し
、

無
農
薬
有
機
栽
培
の
技
術
を
習
得
し
、

米
作
り
、み
そ
作
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
募
集
人
数　

80
人
（
先
着
順
）

●
修
業
期
間　

１
年

▽
座
学　

実
施
月
の
い
ず
れ
か
の
土

曜
日
▽
実
技　

随
時 

（
土
曜
ま
た
は

日
曜
日
）

●
年
会
費　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

１
月
27
日（
月
）か
ら
2

月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
は
が

き
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
平
日

の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
）

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
１
０
１　

三
郷
明
盛
４
８
１
０
番
地
１　

三
郷
総
合
支
所
内
農
政
課
集
落
支
援

係
ま
た
は
農
業
塾
塾
長　

遊
橋
さ
ん

（
73
・
２
０
５
８
）

あ
か
し
な
農
業
塾
で
は
、
平
成
26
年

度
の
新
規
塾
生
を
募
集
し
ま
す
。
農
業

に
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る
人
向
け
に
、

講
義
と
実
習
を
行
い
、
優
れ
た
技
術
を

有
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
20
歳
以
上
の
人

●
募
集
人
数　

30
人
（
先
着
順
）

●
活
動
期
間　

4
月
か
ら
１
年
間
（
開

校
式
は
3
月
中
）実
習
は
週
半
日（
作

付
け
・
収
穫
な
ど
の
農
繁
期
は
変
更

あ
り
）

●
場
所　

明
科
地
域
内
の
ほ
場

●
内
容　

▽
一
般
野
菜
の
作
付
け
・
施

肥
・
防
除
・
収
穫
・
出
荷
作
業
▽
Ｊ

Ａ
主
催
の
指
導
会
お
よ
び
講
習
会
へ

の
参
加
、
視
察
研
修

●
年
会
費　

１
万
円

●
申
し
込
み　

2
月
3
日
（
月
）
か
ら

21
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。（
時
間
は
平
日
の
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

三
田
体
験
農
場
で
は
、
平
成
26
年
度

使
用
量
を
記
入
し
た「
環
境
家
計
簿
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
実
施
期
間　

1
月
1
日（
水
）か
ら
12

月
31
日
（
水
）
の
1
年
間

●
対
象
世
帯　

市
内
在
住
の
世
帯

●
申
し
込
み　

1
月
22
日
（
水
）
か
ら

生
活
環
境
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
家
庭

に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭

素
）
排
出
量
、
県
内
平
均
値
と
の
比

較
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
基
本
計
画
推
進
係

　
（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
計
画

の
一
環
で
あ
る
「
環
境
家
計
簿
」
の
モ

ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
世
帯
を

募
集
し
ま
す
。

環
境
家
計
簿
は
、
地
球
温
暖
化
に
対

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
向
上
や
各

家
庭
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸

化
炭
素
）
排
出
量
の
把
握
や
削
減
に
向

け
た
取
り
組
み
の
啓
発
な
ど
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
内
容　

家
庭
で
の
電
気
、
ガ
ス
、
灯

油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
の
月
ご
と
の

あ
か
し
な
農
業
塾 

塾
生
の
募
集

問
明
産
業
建
設
課
地
域
振
興
担
当

（

62
・
３
０
０
１
㈹ 

62
・
４
７
４
７
）

三
田
体
験
農
場 

会
員
の
募
集

問
堀
産
業
建
設
課
地
域
振
興
担
当

（

72
・
３
１
０
６
㈹ 

72
・
４
９
０
０
）

あ
づ
み
野
農
業
塾 

塾
生
の
募
集

問
三
農
政
課
集
落
支
援
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

あづみ野農業塾講座日程
月 内　　　　　容
4 月 無農薬の米作り（その 1）
5 月 野菜栽培の留意点
6 月 花木栽培の留意点
8 月 生態系を生かす野菜栽培

10 月 キノコの見分け方・庭のキノコ栽培

12 月 花木 ･ 樹木のさし木 ･ つぎ木｜
みそ作り（講義）

1 月 みそ ･ とうふ作り（実習）
2 月 原木へのキノコの種菌打ち（実習）

3 月 庭木 ･ 花木の手入れ｜無農薬の
米作り（その 2）

実習田：27 アール、実習畑：7 アール

「
環
境
家
計
簿
」
の
モ
ニ
タ
ー
募
集

「安曇野市版環境家計簿」

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

第 49回彫刻展

中信地区をはじめ、県内の小中
高の図工美術に携わってきた教
師など 19 人が、自己研修のた
めに創作した彫刻やデッサンな
ど約 40 点を展示します。

日：1 月 31 日（金）～ 2
月 2 日（日）9：00 ～
17：00（最終日は 16：
00 まで）

場：碌山公園研成ホール
研修室Ⅰ

費：無料 問：彫刻展の会代表
山崎さん

（482・0108）

運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、運転
免許更新者を対象に特定任意講
習会を開催します。優良運転者
は受講する必要はありません。
この講習を受けると、更新時の
講習は免除されます。70 歳以
上の人・更新時に 70 歳になる
人は、受講できません。

日：2 月 14 日（金）
19：00 ～ 21：00

（受付 18：30 ～）
場：豊科公民館

対：2 月 15 日から
８ 月 14 日 ま で
の間に運転免許
を更新する人

費：1,500 円（ お
釣りのいらない
ようにご協力く
ださい）

申：安曇野交通安全
協会
（472・2263）

※運転免許証・筆記
用具持参

フラワーバレン
タイン安曇野

男性に花
か き

卉に親しんでもらうこ
とを目的に、男性向けのフラワ
ーアレンジメント教室を開催し
ます。講師の指導の下、女性に
贈る花ギフトを作ります。

日：２月 11 日（火）
午前の部　10：00 ～
午後の部　13：30 ～

場：豊科交流学習センター
「きぼう」　学習室１

対：男性（同伴で
女性も参加でき
ます）

定：午前・午後各
20 人（先着順）

費：500 円

申：不要。当日会場
にお越しください。

問：市農業再生協議
会事務局（農政課内）
（477・3111 ㈹ 
677・6060）

各種情報 日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー
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食知知 食食食 動動学校給食
地元の野菜を使った一品

今月のレシピ 白菜のクリーム煮

ベーコン…… 20㌘
白菜…………120㌘
玉ねぎ………100㌘
人参………… 60㌘
しめじ……… 40㌘
エリンギ…… 40㌘
ほうれん草… 20㌘

米粉…………… 大さじ１
牛乳……………… 240㏄
食塩………………… 少々
白こしょう………… 少々
コンソメ…………… 1 個
生クリーム… 大さじ 1/2
油…………… 大さじ 1/2

材料（4 人分）

作り方

①：野菜・きのこを食べやすい大きさに切る。
②：ほうれん草はゆでて冷やす。
③：ベーコンは、短冊に切る。
④：ベーコンを油で炒め、玉ねぎ・人参を入れて炒める。
⑤：きのこと白菜を入れてさっと炒め、少量の水とコンソ

メを入れて煮る。
⑥：米粉は牛乳でといておく。
⑦：材料に火が通ったら一旦火を止めて⑥を入れ、よく混

ぜ合わせてから加熱する。
⑧：汁にとろみが出たら塩こしょうで味を整え、最後に②

と生クリームを入れて仕上げる。

ちょこっと運動で
イキイキ生活　第 10 回

かすべる

健康運動指導士
横山みゆきの

入浴による病気や事故を防ぐために
入浴時には、次のことに注意して病気や事故を防

ぎましょう。
●入浴の準備

▷脱衣室を 20 度以上に暖める　
▷浴室を暖める
暖房器がない場合は、シャワーで浴槽にお湯をた
める。入浴前に浴槽のふたを開けて湯気で浴室を
暖めておく。床や壁にお湯を掛けておくなどして、
浴室を暖めましょう。

▷コップ 1 杯の水分を補給する
▷家族に声を掛けてから入る

●入浴中
▷浴槽に入る前に足から静かに掛け湯をする
▷浴槽の湯の温度はぬるめの 39 ～ 41 度にし、湯

につかる時間は 5 分くらいにする
▷肩までつからず、胸より下までにする
（寒い時は乾いたタオルを肩に掛ける）

▷浴槽から出るときはゆっくりと立ち上がる
●入浴後

▷コップ 1 杯の水分補給をする

　腸腰筋（脚のつけ根の筋肉）は脚を持ち上げるために
必要な筋肉で、歩いたり、階段を上ったりする時に重要
な働きをしています。健康な足腰を保つために、腸腰筋
をしっかり鍛えましょう。
実施方法
①背筋を伸ばして、椅子に浅く腰掛ける。
②片足を伸ばし４秒掛けて上げて、４秒掛けて下ろす、

を繰り返す。（左右同様に行う）
運動のポイント
▷膝は伸ばしたまま行う
▷脚を上げていくときに、体が後ろに倒れないように注

意しましょう。脚の高さは上がるところまでで良いです。

る 健康長寿のまちづくり　～私たちが自分でできること～

寒い時の入浴に用心を！

熱いお湯に肩までどっぷりとつかって一日の疲れ
を癒す人も多いと思います。

その一方で、入浴中の病気や事故によって亡くな
る人も多く、特に冬季に高齢者は注意が必要です。

入浴時には、体の中で急激な血圧の変化が次のよ
うに起こり、意識を失って溺れたり、脳卒中や心筋
梗塞を引き起こしたりする可能性があります。

◎
次
回
の
発
行
に
つ
い
て

2
月
は
広
報
あ
づ
み
の
お
知
ら
せ
版
の

発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
の
発
行
日

は
2
月
19
日
（
水
）
で
す
。

入浴に関連した病気や事故の時の体の変化

成年後見制度に関する無料相談
市では、民事法務協会の協力により成年後見制度に関する無料相談窓口

を開設します。お金の管理や契約などに不安のある人、認知症や障害のた
め今後の生活に不安がある人、またはそのご家族は、気軽にご相談ください。
●日時　2 月 13 日（木）午後１時 30 分～ 3 時 30 分
●場所　穂高健康支援センター相談室
●相談員　春

すのはら

原隆
た か お

雄さん（一般財団法人　民事法務協会）
●申し込み　2 月 7 日（金）までに電話でお申し込みください。
（時間は平日の午前 8 時 30 分から午後５時 15 分まで）
問健高齢者介護課高齢者福祉係（481・0731 681・0703）

13
ペ
ー
ジ
「
た
め
し
て
安
曇
野
検
定
ク

イ
ズ
」
の
答
え

問
題
１
・
・
・
②　

問
題
２
・
・
・
④

問
題
３
・
・
・
②　

問
題
４
・
・
・
④

相続登記はお済みですか月間 NHK 海外たすけあい募金のお礼
県内の司法書士が、相続登記に関する質問や

相談にお答えします。相談無料です。
●日時　2 月 1 日（土）～ 28 日（金）

平日の午前 9 時～午後 4 時
●申し込み　県内の各司法書士事務所にお問

い合わせください。お近くの司法書士事務所
については県司法書士会にお問い合わせい
ただくか、ホームページをご覧ください。

問長野県司法書士会
（4026・232・7492 6026・232・6699）

日本赤十字社では 12 月１日から 25 日
まで海外たすけあい募金を行いました。
市内 5 カ所で街頭募金などを行い、計
10 万 1,697 円の募金がありました。皆さ
まの温かいご支援とご協力をありがと
うございました。いただいた募金は、海
外で、紛争や災害で被害を受けた人を支
援するための活動に使われます。
問日赤安曇野市地区事務局（社会福祉課
内）（481・0716 681・0703）

つまづき予防筋トレ編

ぬれた床に注意

左右各 10 回 / １セット　1 日 1 セット目安
（最初はできる回数から始めましょう！）

問詳しくは、健健康推進課（481・0726 681・0703）までお問い合わせください。

床や壁にお湯を掛ける
場合には、床が滑りや
すくなるので転倒に注
意してください。

ここを
鍛える

ルーを使わずに米粉でとろみ
をつけます。さっぱりとした
ヘルシーなクリーム煮です。
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2月 (February)の予定

	13日（木）	（予約日：6日（木））
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
27日（木）	（予約日：20日（木））
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
時いずれも13：30～16：30　※1人20分、定員8人
問総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

12日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは長野県中信労政事務所ホームページにア

クセスを。

21日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※ 40 歳台前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談ください。

20日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
場豊科交流学習センター「きぼう」
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

2 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談 要予約

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談 弁護士会による無料法律相談  要予約

場問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科総合支所内）
　　（℡72-9986・FAX72-8340）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011、代表82-3131・FAX 82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

2 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

４・18日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
６・20日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
12・26日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）

25日（火）	場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
27日（木）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）

※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

2 月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

2日（日） 9日（日） 11日（火） 16日（日） 23日（日）
村 山 医 院

82-2101［穂高］
古 川 医 院

82-4385［穂高］
追 分 ク リ ニ ッ ク

82-2129［穂高］
堀 内 医 院

82-3324［穂高］
塔 の 原 内 川 医 院

81-2121［明科］
ふ じ も り 医 院

72-2011［豊科］
神 谷 小 児 科 医 院

72-5162［豊科］
百 瀬 医 院

82-2205［穂高］
高 橋 医 院

82-2561［穂高］
信 濃 内 科 循 環 器 科 医 院

82-7722［穂高］
和 田 医 院

72-2047［堀金］
木 暮 医 院

77-2119［三郷］
米 倉 医 院

72-2354［堀金］
池 田 医 院

77-2055［三郷］
た か は し ク リ ニ ッ ク

77-7880［三郷］
アルプス歯科クリニック

77-8901［三郷］
丸山整形外科医院矯正歯科

72-7000［豊科］
丸 山 歯 科 医 院

72-2202［豊科］
ヒ カ リ 歯 科 医 院

82-8171［穂高］
布 山 歯 科 医 院

77-6388［三郷］

１日（土）場豊科公民館　※女性の人権相談日です。
21日（金）場豊科公民館
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権特設相談所　時10：00 ～ 15：00 

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

読み聞かせ
（おはなしムーン）

6・20日（木） 11：00 ～ 11：30

チャレンジタイム
おやつ作り

８日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  対象：小学生、定員：20人、持ち物：エプロン、三角巾、

飲みもの　★美味しいおやつ作りにチャレンジだ！

読み聞かせ
（コロボックル） 13・27日（木） 11：00 ～ 11：30

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６
■休館日／日曜・祝日

やしょうま作り ８日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  定員：小学生以上 10人、持ち物：三角巾・エプロン

読み聞かせ
スマイル 21日（金） 11：00 ～ 11：30

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

読み聞かせ
（おはなしムーン） ３・10日（月） 11：00 ～ 11：20

マフィン作り ８日（土） 10：00 ～ 11：00
要予約 100円  対象：小学生、定員：15人、持ち物：エプロン、三角巾 

★バレンタイン、チョコチップマフィン作りをしよう♪

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～
毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

７日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）
 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

5・12・19・26日（水）　※ 5・19 日は家族会　場豊科公民館和室
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

３日（月）・★ 17日（月） 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
４日（火）・★ 18日（火） 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
５日（水）・★ 19日（水） 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
６日（木）・★ 20日（木） 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
７日（金）・★ 21日（金） 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日（11日は除く）

場問教育指導室（教育委員会事務所）（℡62-3521・FAX62-5721）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日（11日は除く）

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）
※電話相談可。まずはお電話ください。

行政書士による無料相談   要予約

児童館の育児相談（実施時間：10：30～12：00）　※穂高地域の 3 館は身体測定あり（実施時間：10：00～12：00）

10日（月） 穂高西部 21日（金） 高家・穂高中央

14日（金） 豊科中央・穂高北部 28日(金） 南穂高

17日（月） 三郷・堀金

2 月のキッズパーク（実施時間：10：30～11：30）　※参加をご希望の人は事前に各児童館にお申込みください

２日（日）場問豊科老人福祉センター	（℡73-7143・FAX73-7147）
16日（日）場問穂高地域福祉センター	（℡82-2940・FAX82-9621）
23日（日）場問三郷福祉センター	 （℡77-8080・FAX77-8081）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

チャレンジタイム
すいとん作り

15日（土） 14：00 ～ 15：30
要予約 100円  対象：小学生以上、定員：20人、持ち物：エプロン、三角巾、

飲みもの　★あたたかいすいとんを作ってたべよう！

読み聞かせ
（おはなしムーン） 17日（月） 11：00 ～

卓球教室 22日（土） 14：00 ～ 15：00
対象：小学生以上　講師：西村佐保子さん

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

子育て講話
入園・入学前の心構えについて

28日（金） 10：30 ～ 12：00
要予約  対象：6歳以下、30 組。講師：荒深たつ子さん

★入園・入学前に、是非、聞いて頂きたい内容です。

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

チャレンジタイム
スポーツレクリエーション

15日（土） 10：30 ～ 12：00
対象：小学生以上　定員：20人　持ち物：上履き、飲みもの
★バドミントンやソフトバレーで寒さをふきとばそう♪

パネルシアターを楽しもう 24日（月） 11：00 ～ 11：20定員：10人
★児童館職員による「はらぺこあおむし」などのパネルシアターです。

子育て勉強会
子どもの発達とメディアの関係

14日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約  定員 20名、講師：赤沼美奈子さん

※託児ご希望の方は連絡ください。

読み聞かせ
（おはなしどりぃむ） 19日（水） 11：00 ～ 11：20
★楽しいお話いっぱいです。

キッズリユース
お下がり会

24日（月） 10：30 ～ 11：15
★出品者はあらかじめご予約ください。出品者のみ当日 10時集合です。

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

ひまわりチャレンジ
室内ゲートボール大会 14日（金） 15：45 ～
定員：小学生以上、持ち物：動きやすい服装、飲み物
★室内でゲートボールをして遊びましょう♪

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／日曜・祝日

子育て勉強会
絵本を通してお母さんに伝えたい事 14日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約  講師：荒深たつ子さん

★育児で大切な事や役立つ事を絵本を通してお話しします。

ひなまつり会 28日（金） 10：30 ～ 11：30要予約 100円  定員 25人
★ひなまつりのお祝いをして、手作りひなゼリーを食べよう！

★「キッズパーク」は、就園前親子の皆さんを対象にした登録制サークルです。季節の行事・親子体操・お
やつ作りなどを、みんなで楽しみます。皆さんお誘い合ってお申込みください。

内容 日程（カッコ内は対象年齢） 会場 内容 日程（カッコ内は対象年齢） 会場

おやつ作り

４日（２以上）・５日（１）・
６日（０）

高家・穂高中央・穂
高北部・豊科中央

リズム遊び

4 日（２以上）・５日（１）・
６日（０） 堀金・明科

５日（１）・６日（０）・
７日（２以上） 穂高西部 19 日（１）・20 日（０） 穂高西部

18 日（２以上）・19 日
（１）・20 日（０） 堀金・明科 18 日（２以上）・19 日

（１）・20 日（０） 高家・穂高北部

親子ビクス 18 日（２以上） 穂高西部 28 日（２以上）・29 日
（１）・30 日（０） 穂高中央
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2014.1.1現在　（ ）内は対前月比

人口 	 99,096人（	－59）

	男 	 48,038人（	－47）

	女 	 51,058人（	－12）

世帯 	 37,957世帯（	－24）
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「歴史記録をいかしたまちづくりに向けて」
～地域公文書の保存と活用～シンポジウム
■時間　午後１時から３時 30 分まで
■場所　市民活動センター 「くるりん広場」
　　　　南会議室

【内容】
地域に眠る歴史文書の価値や研究意義、活用についてのシンポジウム

（平成 24・25 年度委託調査研究から）
①基調報告

「歴史記録をいかしたまちづくりに向けて」～地域公文書の保存と活用～

　　大
おおくしじゅんじ

串潤児さん（信州大学人文学部准教授）

②パネルディスカッション・意見交換
　　パネリスト　瀬畑　源さん（都留文科大学非常勤講師）

本島和人さん（飯田市歴史研究所主任研究員）

委託調査研究報告会・講演会
■時間　午後７時から９時まで
■場所　穂高交流学習センター「みらい」

多目的ホール
【内容】

平成 24 年度の委託調査研究の報告会と、「安曇野市の水資源」に関する講演会
①委託研究報告会
「安曇野市民の文化意識」　辻　竜平さん（信州大学人文学部准教授）

②講演会
「地下水利用空調でエコ生活」　藤縄克之さん（信州大学工学部教授）

2月8日
（土）

2月13日
（木）


